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交流試合第２試合、交流試合第１試合を勝ち抜いた長崎県と地元
和歌山県の戦いである。
　１セット目序盤、流れに乗れなかった和歌山県であるが、中盤
に粘りを見せ追い上げる。しかし、長崎県は２番長岡にボールを
集め、リズムをとり取戻し、１セット目を２５対１４で押し切っ
た。
　２セット目は、和歌山県は、粘りを見せるが、長崎県２番長
岡、１番中尾のスパイクが決まり、順調に点を重ねていった。
セット終盤長崎県２番長岡のサーブが２本連続で決まり、最後
は、和歌山県１１番濵口が痛恨のサーブミスで、長崎県が２５対
１１で２セット目をとり、セットカウント２対０で、この試合に
勝利した。
　和歌山県は、地元の熱い応援を受けながら、善戦むなしく紀の
国和歌山大会を終えることとなった。
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